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主な内容

№739

◆創業フォローアップ販売促進セミナー…Ｐ4
◆三重の就職セミナー開催 ……………Ｐ5
◆盛大に秋の「四日市祭」………………Ｐ6
◆ 秋のばんこ祭り＆萬古焼土鍋グランプリ…Ｐ6
◆中小企業相談所コーナー ……………Ｐ7

◆会員＆企業ひろば …………Ｐ ～8 9
◆女性部・青年部コーナー ………Ｐ10
◆新事業＆新商品のご案内 ………Ｐ11
◆海外展開支援コーナー …………Ｐ11
◆ 続・よっかいち歴史浪漫紀行（北野保氏）…Ｐ12
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東海道五十三次対は、歌川
広重、歌川国芳、歌川豊国が
各宿場を分担して描いたシ
リーズ。
口を少し開け、頬杖を突く

若い女性が大きく描かれ、背
景の水平線上に、旗を立てた
楼閣が、幾つも並んでいる。
左上の雪輪形の枠に那古海

な ごの うみ

蜃
かい

楼と題して蜃気楼の説明
やぐら

がなされる。江戸時代の四日
市は、蜃気楼の名所であった。
ここでは、伊勢神宮の神が、
熱田神宮に向かう様子と述
べる一方で、潮水の気が太陽
に乗じて立ち昇るもので、陽
炎のようなものだとも述べ
ている。
若い女性は浜辺にしゃが

んで蜃気楼を眺めている。黒
髪が風になびいて少し乱れ
ているのは、そのためである。
（市立博物館学芸員・

田中伸一）
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